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PCR を用いて、卵巣癌では WT1 遺伝子の発現量が高いと悪性度の高い臨床的特
徴の関連があった、また、WT1 ｍRNAの高発現量は無病生存期間の中央値に与
える影響を示すことが明らかになって、予後不良因子となる可能性が示唆され
た。 
 
 
